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次々に大陸から流れ込む寒気団のおかげで、グラウンドの雪もずいぶん深くなりました。
中休み・昼休みには、ふわふわの雪に飛び込む子もいれば、除雪された固雪の上を走り回る子もい

ます。富小っ子は、いつの時代もこうして冬の匂い・雪の匂いをまるごと身体で感じ取りながら過ごして
きたのでしょう。
また、先日は６年生が学習交流を続けている沖縄県那覇市の安謝（あじゃ）小学校と〝オンライン休

み時間〟を過ごしました。２５℃の気温差と２，３００kmの距離を越えた、道産子と沖縄人（ウチナンチュ
ー）のつながりです。３学期に予定されている冬の授業交流が一層楽しみになったことでしょう。
さて、この時期の風物詩とも言えるでしょうか、校内のあちらこちらに一生懸命に版画を刷っている

子どもたちの姿があります。とりわけ１・２年生は、先生方とともに、バレンを持つ手に力を込めて大きな
紙版と格闘しています。こうして生まれた作品が一堂に会すると、学年が上がるほどに表現が細かく複
雑になり、テクニックも高まっていくことが伝わってきます。毎年のことながら、廊下を歩いて各学年の作
品めぐりをしていると、あたかもわが子の成長アルバムを眺めているような思いになります。
表現と言えば、日曜朝のNHK（Eテレ）で、「no art，no life」というショート（５分間）ドキュメンタリ

ーが放映されています。まさに色とりどりの作家の方々が、ご家族や関係者に支えられながらそれぞれ
のスタイルで作品を作り上げる日々を追った内容です。自身も実際にそうした作家の作品展に足を運
ぶことがありますが、いつもその発想や表現の自在さ・多様さに驚かされるとともに、作品が発するエネ
ルギーの強さに圧倒されます。もちろん、作り手が表現したかったこと全てを理解できるとは思ってはお
りませんが、実際に作品の前に身を置き、込められた思いを汲み取ろうと想像を巡らせているうちに、い
つのまにか自身の中の「こうすべきだ」「こうでなければならない」 という〝思い癖（凝り固まった捉え
方）〟が消えていくように感じました。年齢（とし）を重ねた自身でさえそうなのですから、版画制作に取
り組むことも然り、感性の豊かな子ども時代に美術や音楽、また演劇などに触れる体験を重ねること
は、必ずや表現の多様性～人の多様性を受け容れる心を育むことにつながると考えます。
真っ直ぐな気持ちで互いの在りようを認め合うことは、いじめを生まない社会を作ることにつながりま

す。裏面でご紹介した「いじめ・ネットトラブルZERO！メッセージコンクール」の作品に目を留めていた
だければ、子どもたち自身が向かうべき道を知っているとお気付きになると思います。
来る新年には子どもたちのそうした思い・気づきが日々の生活で生きるよう、私たち大人が力を合わ

せて支えて参りましょう。

「なおそうとするな まず理解せよ」をモットーに
それぞれの「ちがい」が「ちから」に変わるよう子どもたちを支える

富小の教育（教育計画）より

２学期にいただきました数々のお力添えに深く感謝申し上げます。どうぞよいお年をお迎えください。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪1月行事予定≫ 

 １７日 … ３学期始業式（オンライン） 

 １９日 … スキー学習（６年生） 

 ２３日 … スキー学習（５年生） 

 ２４日 … スキー学習（４年生） 

 ２６日 … スキー学習（３年生） 

 ２３日 … スキー学習（６年生） 

 ２９日 … スキー学習（５年生） 

 ８日、５年生の総合の時間で 

「日本文化を学ぶ」学習がありました。ここ数年、感染症の感染拡大を防止するため、外部から

講師を招いた活動はできませんでしたが、今年度は感染症対策を行った上で実施しました。 

講師として招いた皆さんは全て地域の方です。学校評価でいただいた「人とのかかわり」「体験

活動」を大切にし、学びを深めることができました。この単元では、自分が興味をもった伝統文

化について調べ、体験し、まとめ、学んだことを表現するまでが学習の流れ。子ども達は７つの

グループに分かれ、それぞれ事前に調べた文化について体験を通して学ぶことができました。３

学期も、人とのかかわりから学ぶ活動を大切にした教育活動を進めます。 

 

 

 

 

 

 

  華道・茶道        琴          剣道         三味線 

 

 

 

 

 

 

        柔道          書道          和太鼓 

 

 １５日、富良野市いじめ・ネットトラブルZERO!メッセージコンクール授賞式を行いました。 

４名が受賞しましたので紹介します。 

 最優秀賞 ５年 草野ゆりさん 「みとめ合おう おたがいのちがいと ゆたかな個性」  

 優秀賞  ６年 高田忠宜さん 「その言葉 躊躇一瞬 傷一生」 

 奨励賞  ４年 小松威心さん 「いじめはね いのちのきけんも あるんだよ」 

 奨励賞  ５年 井澤莉子さん 「こまってる 見て見ぬふりは もうしない」 

 本校では、子ども達が楽しく豊かに学校生活を送ることができ、いじめのない、いじめを許さ

ない学校にするため、「いじめZERO推進基本方針」を策定しています。いじめは悪口やからか

いなど、遊びの中のけんかやふざけ合いから始まることがあります。いじめゼロを目指し子ども

達の小さなサインを見逃さず、予防と早期発見、解決に努めます。 

【学校閉庁日のお知らせ】 

１２月２９日～１月３日は学校閉庁日のた

め、職員不在となります。学校への連絡等

はこの期間外にお願いします。なお、緊急

の際はこちらに連絡をお願いします。 

※緊急連絡先 

 富良野市役所 0167-39-2300 

地域の皆様から学ぶ活動 

いじめゼロを目指して 


